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小
・
中
学
校
の
情
報
通
信
環
境
が
整
備
さ
れ
る

井関  定住団地整備
本格的に工事着工　 地域      活性化・経済危機対策臨時交付金で

　

こ
の
度
の
（
６
月
）
補
正
予
算
は
、
一

般
会
計
で
９
億
９
８
万
円
、
特
別
会
計

で
４
億
8
９
０
万
円
の
増
額
と
な
り
ま

し
た
。
国
の
「
経
済
危
機
対
策
」、「
雇
用

促
進
対
策
」
な
ど
に
呼
応
し
、
多
く
の
新

規
事
業
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

　

主
な
も
の
は
、
一
般
会
計
で
は
、

歳
出
で
、
公
的
介
護
施
設
な
ど
整

備
事
業
（
介
護
施
設
ス
プ
リ
ン
ク

ラ
ー
設
置
、
や
す
ら
ぎ
苑
駐
車
場

舗
装
な
ど
）
に
６
，
８
５
３
万
円
、

一
般
廃
棄
物
収
集
処
理
事
業
に
３
，

１
５
０
万
円
、
商
工
会
育
成
事
業

５
０
０
万
円
、
町
道
維
持
補
修
な
ど

に
１
億
８
９
４
万
円
、
学
校
教
育
環

境
整
備
事
業
（
デ
ジ
タ
ル
対
応
テ
レ

ビ
・
パ
ソ
コ
ン
・
電
子
黒
板
な
ど
整

備
）
１
億
１
，
１
０
０
万
円
、
統
合

小
学
校
建
設
事
業
費
２
，
８
５
５
万

円
な
ど
が
追
加
補
正
さ
れ
、
歳
入
で

は
「
地
域
活
性
化
・
経
済
危
機
対
策

臨
時
交
付
金
」
６
億
８
１
０
万
円
、

「
広
島
元
気
づ
く
り
緊
急
交
付
金
」

９
，
０
０
０
万
円
、「
緊
急
雇
用
関

連
補
助
金
」
１
，
９
７
２
万
円
、
な

ど
が
増
額
補
正
さ
れ
ま
し
た
。

6 月定例会

　

平
成
21
年
度
第
５
回
定
例
会
は
、
６
月
12
日
か
ら
25

日
ま
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

平
成
21
年
度
各
会
計
補
正
予
算（
６
月
補
正
）、
神
石

高
原
町
特
別
職
非
常
勤
職
員
の
報
酬
等
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正
な
ど
20
議
案
、
第
3
セ
ク
タ
ー
経
営
状
況

5
件
、
繰
越
事
業
計
算
書
報
告
３
件
、
新
た
な
過
疎
対

策
法
の
制
定
に
関
す
る
意
見
書
の
提
出
な
ど
議
員
発
議

３
件
な
ど
31
案
件
を
そ
れ
ぞ
れ
原
案
の
と
お
り
可
決
承

認
し
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
で
は
12
名
の
議
員
が
当
面
す
る
行
政
課
題

を
た
だ
し
ま
し
た
。

　

特
別
会
計
で
は
、
時
安
・
井
関
定
住

団
地
簡
易
水
道
施
設
整
備
・
修
繕
な
ど

に
１
億
５
，
０
５
０
万
円
、
井
関
定
住

団
地
農
業
集
落
排
水
施
設
整
備
に
５
，

３
０
０
万
円
、
総
合
開
発
特
別
会
計
に
て

井
関
定
住
団
地
関
連
の
事
業
推
進
費
、
整

備
開
発
事
業
費
と
し
て
９
，
９
９
０
万
円

が
追
加
補
正
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
病
院
事
業
会
計
に
て
印
刷
機
賃
借

料
・
交
際
費
な
ど
１
４
０
万
円
が
追
加
補

正
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
全
体
で
人
件
費
に
つ
い
て
、
給

与
の
定
率
減
額
分
２
，
２
２
６
万
円
、
３

月
末
職
員
退
職
分
減
額
４
，
１
６
９
万
円
、

期
末
手
当
な
ど
の
減
額
１
，
４
０
2
万
円
、

合
計
で
７
，
８
１
５
万
円
が
減
額
補
正
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

一
般
会
計
繰
越
額
３
億
６
，
３
０
５
万

円
の
内
、
半
額
を
越
す
額
（
２
億
円
）
を
財

政
調
整
基
金
に
積
立
て
予
定
で
す
。

10
億
円
を
越
え
る
経
済
危
機
対
策
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平成21年度
6月補正予算

9億98万円一般
会計 井関  定住団地整備

本格的に工事着工　 地域      活性化・経済危機対策臨時交付金で

会 計 名
H21年度

6月補正額 補正後予算額
一　　般　　会　　計 9億98万円 108億98万円

特
　
別

会

計

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 906万円 11億6,136万円
後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 261万円 3億6,261万円
老 人 保 健 特 別 会 計 4,778万円 5,478万円
介 護 保 険 特 別 会 計 4,083万円 18億2,333万円
簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計 1億5,471万円 7億2,301万円
飲料水供給施設事業特別会計 0 3,530万円
農業集落排水事業特別会計 5,401万円 2億8,461万円
分 収 育 林 事 業 特 別 会 計 0 20万円
総 合 開 発 事 業 特 別 会 計 9,990万円 1億40万円

特　別　会　計　計 4億890万円 45億4,560万円
病 院 事 業 会 計 140万円 2億6,690万円

合　　　計 13億1,128万円 156億1,348万円

（1万円未満四捨五入）  平成21年6月　補正額

会社名 売上 当期損益

㈱神石高原農業公社 6,950万円 △98万円

㈱帝釈峡スコラ 1億0,611万円 228万円

㈲直売公社　まるごと市場 2億6,212万円 58万円

㈲油木特産販売　百彩館 9,914万円 29万円

㈲さんわ１８２ステーション 3億0,555万円 202万円

 平成２０年度　第３セクター販売高
（1万円未満四捨五入）

広島市での交流会

第３セクター　平成２０年度決算報告に対する質疑
瀬尾議員　農業公社の分割・民営化はどうする。補助金
　　　　　600万円で結果として黒字だ。見直しは。
町　　長　昨年の社長交代が暫時分割民営化への布石で

ある。独立採算を求めるが今後の検討課題だ。
瀬尾議員　スコラドームの屋根の耐用年数は10年と聞

いたが，すでに15年経過している。

副  町  長　ドームの屋根は20年は大丈夫と思われる。
　　　　　もう５～６年で検討する。
寄定議員　スコラ「帝釈の湯」のボイラーをバイオマス

対応に更新すべきでは。
副  町  長　今は更新の状況でない。
　　　　　今後検討する。

　

財
政
難
の
本
町
に
と
っ
て
今
回
の

「
経
済
危
機
対
策
」
は
、
住
民
生
活
に

密
着
し
た
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
な
ど
多

く
の
課
題
を
解
消
で
き
る
チ
ャ
ン
ス

で
あ
り
ま
す
。

　

本
町
の
課
題
で
あ
る
、
少
子
高
齢

化
に
対
し
、
子
育
て
支
援
や
若
者
定

住
対
策
に
、
町
を
あ
げ
て
取
り
組
み

ま
し
ょ
う
。

議
長
の
一
言
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決まりました

教
育
課
長　

地
元
業
者
へ
の

入
札
も
検
討
。

交
際
費

50
万
円
の
な
か
み
は
。

病
院
事
業
室
長　

医
師
の
確

保
に
取
り
組
む
た
め
。

国
の
緊
急

経
済
対
策
の
反
動
は
必
ず
来

る
。今
後
、た
が
を
締
め
直
せ
。

町
長　

い
つ
ま
で
も
こ
の
よ

う
に
進
ま
な
い
。
タ
イ
ミ
ン

グ
が
必
要
だ
。

消
防
団
員

の
新
作
業
服
購
入
の
効
果
は
。

理
事　

機
能
的
な
新
し
い
作

業
服
に
よ
り
、
活
発
な
消
防

活
動
に
つ
な
げ
た
い
。緊

急
農

道
・
町
道
改
良
工
事
は
、
合

算
工
事
方
式
で
。

総
務
課
長　

今
後
検
討
す
る
。

購
入
す
る

公
用
車
の
数
は
。

総
務
課
長　

５
人
乗
り
２
台

（
エ
コ
カ
ー
）、
７
人
乗
り
１

台
、
９
人
乗
り
１
台
で
あ
る
。

エ
コ
バ

ッ
グ
作
成
の
事
業
内
容
は
。

企
画
財
政
課
長　

カ
イ
ハ
ラ

㈱
か
ら
の
ジ
ー
ン
ズ
生
地
の

提
供
を
受
け
実
施
す
る
。

    
補
正
予
算
に
対
す
る

　
 　

　
　

  

少
し
細
か
な
質
問

総
務
課

「
緊
急
雇

用
創
出
基
金
」
の
町
内
企
業

へ
の
活
用
は
。

企
画
財
政
課
長　

直
接
の
補

助
は
な
い
が
、
維
持
工
事
な

ど
で
対
応
。

緊
急
対
策

の
重
要
度
、
緊
急
度
な
ど

チ
ェ
ッ
ク
は
。

企
画
財
政
課
長　

予
算
要
求

の
中
で
十
分
精
査
し
て
い
る
。

緊
急
雇
用

対
策
の
パ
ト
ロ
ー
ル
は「
ゆ

き
作
業
所
」
に
も
発
注
す
べ

き
で
は
。

企
画
財
政
課
長　

シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
か
民
間
に
限

定
さ
れ
て
い
る
。

粗
大
ご
み

の
処
理
は
直
営
の
ま
ま
に
。

環
境
衛
生
課
長　

現
在
の
処

理
費
用
は
多
い
。
費
用
効
果

と
利
便
性
を
考
え
た
。小

畠
地

区
の
老
朽
水
道
管
施
設
改
良

工
事
は
。

環
境
衛
生
課
長　

水
道
施
設

の
統
合
も
含
め
検
討
。

油
木
・
い

ず
み
保
育
所
の
耐
震
調
査
で

全
て
の
保
育
所
が
完
了
す
る

の
か
。

福
祉
課
長　

そ
の
通
り
で
あ

る
。

介
護
従
事

者
処
遇
改
善
特
例
交
付
金
は
、

介
護
職
員
の
待
遇
改
善
に
つ

な
が
る
の
か
。

保
健
課
長　

パ
ン
フ
レ
ッ
ト

作
成
費
用
な
ど
だ
が
、
施
設

に
も
事
業
の
趣
旨
を
指
導
す

る
。

ス
コ
ラ
高

原
農
産
物
直
販
所
設
置
は
県

道
沿
い
に
。

産
業
課
長　

現
在
あ
る
施
設

を
利
用
し
、
ス
コ
ラ
の
売
り

上
げ
増
を
め
ざ
す
。今

補
正
予

算
に
は
農
林
業
振
興
事
業
が

少
な
い
が
。

産
業
課
長　

各
省
庁
か
ら
直

病
院
事
業
室

接
の
補
助
事
業
が
あ
る
。

町
道
改
良

の
箇
所
は
。

建
設
課
長　

各
支
所
で
よ
く

調
べ
、
整
理
し
た
。油

木
中
央

住
宅
の
火
災
後
の
改
修
は
。

建
設
課
長　

補
修
で
対
応
、

内
装
は
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
環

境
に
対
応
で
き
る
教
師
の
技

術
習
得
は
。

教
育
課
長　

教
師
の
研
修
な

ど
へ
取
り
組
む
。

新
学
習
要

領
で
必
修
と
な
る
武
道
の
指

導
者
確
保
は
。

教
育
課
長　

体
育
教
師
が
行

い
、
研
修
の
充
実
を
図
る
。

遊
具
施

設
設
計
は
、
保
育
所
だ
け
で

な
く
、
ど
ん
ぐ
り
幼
稚
園
へ

も
。

教
育
課
長　

補
助
金
制
度
の

活
用
を
検
討
す
る
。学

校
の
デ

ジ
タ
ル
対
応
テ
レ
ビ
56
台
の

購
入
方
法
は
。

税
の
滞
納

繰
越
し
が
１
，
７
０
０
万
円

も
あ
る
が
な
ぜ
か
。

住
民
課
長
補
佐　

景
気
後
退

の
た
め
。
町
税
の
回
収
率
は

99
．
１
％
で
あ
る
。

産
業
課

建
設
課

予算審議

小
林
議
員

寄
定
議
員

企
画
財
政
課

環
境
衛
生
課

花面公園から見た下帝釈

小
川
議
員

木
野
山
議
員

木
野
山
議
員

片
山
議
員

佐
伯
議
員

村
上
議
員

松
本
議
員

保
健
課

松
本
議
員

橋
本
議
員

藤
田
議
員

小
林
議
員

教
育
課

寄
定
議
員

松
本
議
員

木
野
山
議
員

瀬
尾
議
員

片
山
議
員

住
民
課

横
尾
議
員

福
祉
課

寄
定
議
員

木
野
山
議
員

松
本
議
員
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決まりました
条例制定・改正

こんなことが
神石高原町職員の給与改正

人権擁護委員の候補者の推薦

特別職非常勤の報酬改正 賛成多数

小林　伸平さん
佐々井圭子さん

学校薬剤師の項中，「年額」を「１校当た
り年額」に改正

賛成多数

一般職員の6月支給の期末手当を0.15
月，勤勉手当を0.05月それぞれ引き下げ
特別職の期末手当を0.15月引き下げ

農林事業等分担金徴収条例改正 賛成多数

農地有効利用支援整備事業　　
事業費の20％以内

字の区域及び名称の変更 賛成多数

大字笹尾の城地・平郡・妙楽寺谷・舟子谷・
荒日山の一部

工事請負契約の締結 賛成多数

団地場内道路・水路・公園工事（繰越明許）
請負金額6,909万円　請負者　児玉建設㈱
工期平成21年６月24日～平成22年２月26日

新たな過疎対策法の制定に関する意見書

賛成多数

賛成多数

神石高原町職員の勤務時間改正
職員の勤務時間を１日７時間45分に15分短縮

賛成多数

神石高原町税条例改正
住民税の減税を平成25年まで延長

賛成多数
井関地区総合開発事業

町道第２重松線道路改良工事
請負金額7,959万円　請負者　㈱武田組三和支店
工期平成21年６月24日～平成22年２月１日

緊急地方道路整備事業

町道仁後線道路改良工事
請負金額6,142万5千円　請負者　㈱後藤組
工期平成21年6月24日～平成22年１月29日

５ 月 臨  時 会

神石高原町議会議員の期末手当改正
賛成多数

地方財政の充実・強化を求める意見書

天皇陛下御即位二十年並びに天皇皇后両
陛下御大婚五十年を奉祝する賀詞の決議

４ 月 臨  時 会

議 員 発 議

議 員 発 議

神石高原町国民保険税条例改正
国民健康保険税減税を１年間延長

賛成多数

工事請負契約の締結 賛成多数

井関地区調整池整備工事
請負金額6,898万5千円　請負者　㈱川上建設
工期平成21年4月28日～平成22年2月26日

井関地区総合開発事業

財産の取得 賛成多数

油木方面隊第２分団第１部
消防ポンプ自動車　CD－1型　４輪駆動車　１台
取得金額19,286,400円　相手方　（有）神石ミニカー商会

消防ポンプ自動車

議員の期末手当を0.15月引き下げる
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追跡

設計業者プレゼンテーション

ケーブルテレビ（ＣＡＴＶ）事業は！
　行政告知の方法が各地区によって異なり，統一する必
要が生じた。また，平成23年7月からの地上デジタル
テレビ移行に伴う難視聴地域解消と，高速インターネッ
トの利用環境の整備も，企業や住民から強く求められた。
　情報通信格差を解消し住民が快適に暮らせる環境を整
えるため，議会では，平成20年6月，「情報通信整備検
討特別委員会」を設置し，先進地の調査・研究を行った。

ありゃあどうなった？ありゃあどうなった？

情報通信基盤整備事業実施

H20.9月	 町議会情報通信整備検討特別委員会報告
H21.1月	 情報通信整備住民アンケート集約（回答総数2,729世帯　回収率68.7％）

3月	 議会において平成21年度ケーブルテレビ導入の
	 	 調査・設計経費として1億370万円を予算計上

5月	 公募型簡易プロポーザル（事業提案）説明会開催
6月18日	 神石高原町地域情報通信基盤整備事業者選定委員会設置

	 	 （構成員：行政14名・議会代表1名・町内各種団体等7名）
	 	 ２業者がプレゼンテーション（提案発表）

6月22日	 第１回業者選定委員会（内容検討）
7月1日	 第２回業者選定委員会

1年前の主要事業が、今はどうなっているか？追跡しました

こ れ ま で の 経 過

　7月中には設計業者を決定し，工事・サービスの概要を決定予定。
　続いて，放送事業者を本年中に内定し，サービスの内容・料金等を決定し全戸
　加入をめざし説明会を実施予定。
　工事については本年度中には着手出来るように国・県へも働きかけをしている。

こ れ か ら の 予 定

“まちの声”

7月中に設計業者決定！
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み
ん
な
で
徹
底
し
よ
う

「
三
な
い
運
動
」

　　

今
年
は
、

　

衆
議
院
議
員
総
選
挙
、

　

広
島
県
知
事
選
挙　
　

が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

寄
付
禁
止
の
ル
ー
ル
を
守
っ
て

　
　
　
　
　
　

明
る
い
選
挙
を
実
現
し
ま
し
ょ
う
。

　

●
政
治
家（
議
員
等
）は
有
権
者
に
寄
付
を

　
　

贈
ら
な
い
！

　

●
有
権
者
は
政
治
家（
議
員
等
）に
寄
付
を

　
　

求
め
な
い
！

　

●
政
治
家（
議
員
等
）か
ら
有
権
者
へ
の
寄
付
は

　
　

受
け
取
ら
な
い
！

　

○
政
治
家
（
議
員
等
）
が
選
挙
区
内
の
人
に
お
金

や
物
を
贈
る
こ
と（
会
費
な
ど
を
、
他
の
住
民

よ
り
も
多
く
支
払
う
こ
と
な
ど
も
含
み
ま
す
）

は
、
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

○
違
反
し
て
処
罰
さ
れ
る
と
、
公
民
権
停
止
の

対
象
と
な
り
ま
す
。

神
石
高
原
町
議
会

絵本の会　ゆきんこの皆さん

○
神
石
高
原
町
音
頭
を
つ
く
り
、
町
民
が

踊
れ
た
ら
と
思
う
。　
　
　
（
女
性
65
歳
）

○
毎
号
「
み
ん
な
の
町
議
会
」
を
読
ま
せ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

  

厳
し
い
町
財
政
と
少
子
高
齢
化
の
中
、

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
一
層
の
御
努
力

を
お
願
い
し
ま
す
。　
　
　
（
女
性
76
歳
）

○
議
員
発
議
に
よ
る
議
員
報
酬
削
減
に
つ

い
て
は
、
反
対
多
数
で
否
決
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
全
員
協
議
会
な
ど
で
、
大
多
数
の

合
意
の
上
で
の
提
案
が
望
ま
し
か
っ
た
の

で
は
。　
　
　
　
　
　
　
　
（
男
性
79
歳
）

○
生
活
と
か
け
離
れ
た
議
題
が
多
く
、
若

い
人
、
も
し
く
は
子
供
な
ど
を
持
つ
家
庭

に
も
っ
と
生
活
の
視
点
を
置
い
て
も
ら
い

た
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
（
女
性
53
歳
）

  

クイズの回答とともに寄せられた

“まちの声”

※いろいろな感想やご意見を
　頂きありがとうございました。
　皆さんからのご意見が行政に反映
　されるよう議員一同がんばります。

　
　
　

議
会
ク
イ
ズ
回
答

第
１
回

　

①  

２
％

　

②  

か
が
や
き

　

③  

ふ
れ
あ
い

　

④  

源
流
の
里

　

⑤  

笠
岡
放
送

  

ご
応
募
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
正
解
者
多
数
に
よ
り
抽

選
の
結
果
、
次
の
方
々
が
当
選
さ

れ
、
１
，
０
０
０
円
分
の
や
ま
な

み
商
品
券
を
お
贈
り
し
ま
し
た
。

第
１
回
ク
イ
ズ
当
選
者

神
石
地
区	

横
山
寿
恵
さ
ん

神
石
地
区	

秋
山
ハ
ナ
コ
さ
ん

三
和
地
区	

松
本
祐
菜
さ
ん

豊
松
地
区	

江
草
修
二
さ
ん

油
木
地
区	
清
川
恵
子
さ
ん

			



（
順
不
同
）
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町
長

現
在
設
計
業
者
を
選
定

中
で
、
そ
の
後
運
営
会
社
を

決
め
、
利
用
料
な
ど
を
決
定

し
、
自
治
振
興
会
や
テ
レ
ビ

組
合
な
ど
で
説
明
し
、
全
戸

加
入
を
め
ざ
す
。

公
共
交
通
事
業
が
新
た

に
ス
タ
ー
ト
し
て
二
カ

月
、
利
用
者
の
意
見
や
要
望

も
多
い
。
利
用
者
の
利
便
性

向
上
の
た
め
路
線
変
更
や
乗

降
場
所
の
変
更
・
追
加
。
ま

検
討
し
決
定
す
る
。

女
性
特
有
の
ガ
ン
対
策

と
し
て
、子
宮
頸
ガ
ン
、

乳
ガ
ン
検
診
の
無
料
ク
ー
ポ

ン
券
を
早
急
に
発
行
す
べ
き

だ
。

町
長

事
業
実
施
に
向
け
て
取

り
組
む
。

保
健
課
長

医
師
会
と
協
議
し
、
町

広
報
な
ど
で
啓
発
を
行
い
、

早
期
実
施
に
向
け
て
準
備
す

る
。

今
回
の
史
上
最
大
規
模

の
経
済
危
機
対
策
を
フ

ル
に
活
用
し
、
本
町
の
活
性

化
に
つ
な
げ
る
べ
き
で
は
。

町
長

「
安
心
・
安
全
」、「
子

育
て
支
援
」、「
定
住
・
産
業

振
興
」
の
三
つ
の
柱
に
沿
っ

て
町
内
の
経
済
対
策
に
活
か

す
よ
う
取
り
組
む
。

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

対
策
は
。

町
長

「
対
策
本
部
」
を
設
置

一般質問

町
立
小
・
中
学
校
適
正

配
置
計
画
に
よ
り
、
統

合
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　

跡
地
利
用
に
つ
い
て
町

長
、
教
育
委
員
会
、
の
考
え

は
。

町
長

学
校
跡
地
利
用
検
討
委

員
会
を
設
置
し
、
地
域
の
意

見
や
要
望
を
取
り
入
れ
有
効

利
用
を
図
り
た
い
。

指
定
管
理
者
制
度
、
そ

の
後
の
状
況
は
。

町
長　

各
自
治
振
興
会
が
指

定
管
理
者
と
な
り
、
集
会
施

設
な
ど
30
施
設
の
管
理
が
始

ま
っ
た
。

　

現
在
否
定
的
な
意
見
は
な

く
、
順
調
に
管
理
運
営
さ
れ

て
い
る
。

消
防
団
三
和
方
面
隊
第

２
分
団
１
部
・
２
部
屯

所
建
設
予
定
地
の
活
用
を
。

町
長

消
防
屯
所
用
地
と
し
て

購
入
し
、
宅
地
造
成
済

み
で
あ
る
。
小
畠
バ
イ
パ
ス

建
設
と
平
行
し
、
今
後
検
討

し
て
い
く
。

一
般
質
問

１
問
１
答
方
式
で
行
い
ま
し
た
。

質
問
時
間
は
１
人
25
分
で
す
。

ＱＡ

ＱＡ

た
、
回
数
券
の
発
行
は
。

町
長

見
直
し
あ
り
き
で
は
な

い
が
、
要
望
は
協
議
会
で
検

討
す
る
。
回
数
券
に
つ
い
て

は
業
者
と
前
向
き
に
検
討
し

た
い
。

小川清治議員

問
小
中
学
校
統
合
後
の

跡
地
利
用
は

町内の経済対策に活かす答
寄定秀幸議員

どう取り組む
「経済危機対策」
問

ＱＡ
本
年
よ
り
事
業
開
始
の

Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
事
業
は
、
ま

だ
町
民
に
十
分
理
解
さ
れ
て

い
な
い
。
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ

レ
ビ
へ
の
切
り
替
え
も
進
ん

で
お
り
、
加
入
が
進
ま
な

い
の
で
は
な
い
か
と
危
惧
す

る
。

　

加
入
率
は
事
業
効
果
や
運

営
に
も
大
き
く
影
響
す
る
。

　

利
用
料
な
ど
早
急
に
決
定

し
加
入
促
進
を
図
る
べ
き
で

は
。 Ｑ

Ａ

ＱＡ

し
、
対
応
し
て
い
る
。 

小
児
細
菌
性
髄
膜
炎
か

ら
乳
児
を
守
る
た
め
、

ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
の
公
費
助
成

を
。

町
長

定
期
の
予
防
接
種
で
は

な
く
、
公
費
助
成
は
時
期
尚

早
か
と
思
わ
れ
る
。

任
意
接
種
で
も
、
定
期

と
同
等
の
救
済
措
置
が

導
入
さ
れ
た
場
合
は
検
討
す

る
の
か
。

町
長

専
門
的
見
解
に
基
づ
き

Ｑ

ＡＱＡ

Ａ ＱＡ

Ａ

Ｑ

利用料などが決まり次第
取り組む答

佐伯卓師議員

「ＣＡＴＶ」への
加入促進は

問

Ｑ

Ａ

魚切の滝

消防屯所用地

答
跡
地
利
用
検
討
委
員
会
を

設
置
す
る
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答

木野山孝志議員

事
業
内
容
が
確
定
後
説
明
を

行
な
う

Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
事
業
の

今
後
は

将
来
に
向
け
た
地
域
の

実
情
に
応
じ
る
き
め
細

か
な
事
業
を
積
極
的
に
実
施

で
き
る
交
付
金
で
、
本
町
の

就
農
支
援
の
助
成
事
業
を
生

か
し
、
雇
用
労
働
力
の
確
保

対
策
の
一
環
を
伺
う
。

町
長

国
の
示
す
具
体
策
に

沿
っ
て
、
緊
急
雇
用
対
策

の
８
事
業
に
補
助
金
１
，

３
２
１
万
７
，
０
０
０
円
、

雇
用
創
出
基
金
の
２
事
業

に
補
助
金
６
５
０
万
６
，

０
０
０
円
を
確
保
。

Ｑ

迅速な対応策で対処答
村上克朗議員

問

危
機
対
策
、
雇
用
対
策

と
し
て
の
山
林
の
整
備

は
。

町
長

経
済
対
策
で
あ
っ
て
即

事
業
に
取
組
ま
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
で
む
ず
か
し
い
。

子
育
て
支
援
策
に
充
当

で
き
な
い
か
。

町
長

保
育
所
施
設
の
改
修
整

備
費
、
三
和
小
学
校
建
設
設

計
費
、
学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
な
ど

事
業
費
ベ
ー
ス
で
２
億
４
，

８
０
０
万
円
ぐ
ら
い
計
上
し

ＱＡ

緊急対策として取り組む答
藤田晃己議員

問 国の補正予算で本町の
雇用とインフラ整備の
推進が図れたのか

経済危機対策の
取り組みは

Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
事
業
は
、
総

務
省
補
助
金
と
緊
急
交

付
金
を
活
用
す
れ
ば
、
本
年

度
中
の
事
業
完
了
が
必
要
だ

が
可
能
か
。

町
長

総
務
省
補
助
と
交
付
金

で
財
源
の
９
割
を
想
定
。

加
入
率
向
上
に
は
早
急

な
住
民
説
明
が
必
要
だ

が
。

企
画
財
政
課
長　

６
月
末
に
国
に
要
望

し
、７
月
設
計
業
者
を
決
定
。

そ
の
後
運
営
会
社
を
決
定

し
、
10
月
認
可
の
予
定
。
運

営
会
社
決
定
後
、
事
業
内
容

が
確
定
し
た
ら
住
民
説
明
を

行
な
う
。

行
政
告
知
に
は
、

１
０
０
％
の
加
入
が
前

提
だ
。
Ｄ
Ｖ
Ｄ
な
ど
活
用
し

視
覚
へ
訴
え
る
方
法
を
提
案

す
る
。

企
画
財
政
課
長

設
計
会
社
決
定
の
段
階

で
検
討
す
る
。

三
和
地
区
統
合
新
小
学

校
の
具
体
像
は
。
そ
れ

ぞ
れ
の
学
校
の
特
色
を
生
か

す
に
は
、
地
域
み
ん
な
の
同

意
が
必
要
と
思
う
が
。

教
育
長

わ
が
町
を
誇
り
に
思
う

子
ど
も
の
育
成
。
各
学
校
の

取
組
を
有
効
に
つ
な
げ
小
・

中
学
校
の
連
携
を
大
切
に
し

た
教
育
活
動
を
創
造
す
る
。

　

施
設
整
備
は
委
員
会
を
設

け
検
討
す
る
。

ＱＡ

ＱＡ

ＱＡＱ

Ａ

問

高蓋芸能祭り

農
林
業
振
興
や
地
域
連

携
・
競
争
力
強
化
基
盤

整
備
、
Ｉ
Ｔ
活
用
経
済
社
会

基
盤
整
備
、
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン

ド
・
ゼ
ロ
地
域
の
解
消
な
ど

多
く
の
対
策
費
の
中
で
、
本

町
の
対
策
補
助
金
の
一
環
を

伺
う
。町

長
緊
急
対
策
事
業
な
の

で
財
源
の
門
が
狭
ま
り
、
迅

速
に
対
応
す
る
事
業
で
井
関

の
定
住
団
地
や
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
な

ど
、
農
林
業
の
底
力
の
補
助

金
は
殆
ど
が
国
の
直
轄
事
業

で
法
人
や
認
定
農
業
者
な
ど

Ａ

ＱＡ

に
交
付
さ
れ
る
。

井関定住団地

て
い
る
。

出
会
い
の
場
作
り
な
ど

結
婚
相
談
員
の
創
設

は
。

町
長

む
ず
か
し
い
問
題
で
あ

る
が
提
案
を
十
分
検
討
し
、

前
向
き
に
考
え
る
。

集
落
支
援
員
を
活
用
し

て
は
ど
う
か
。

町
長

支
援
員
の
活
動
に
は
制

約
は
な
い
の
で
幅
広
い
活
動

を
し
て
も
ら
っ
て
も
よ
い
。

地
域
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ

ジ
ョ
ン
策
定
に
於
い
て

太
陽
光
発
電
な
ど
設
置
補
助

を
出
し
て
は
ど
う
か
。

企
画
財
政
課
長

現
在
は
考
え
て
い
な
い

が
次
年
度
以
降
、
太
陽
光
・

少
水
力
・
バ
イ
オ
マ
ス
な
ど
、

い
か
に
取
り
入
れ
ら
れ
る
か

考
え
た
い
。

ＱＡ

ＱＡＱＡ

ＱＡ

一般質問
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わ
れ
る
。

新
聞
が「
過
疎
化
の
全

国
市
町
村
で
、
刑
務
所

誘
致
に
積
極
的
な
自
治
体
が

増
え
て
い
る
」
と
報
じ
た
。

本
町
も
誘
致
を
考
え
て
は
ど

う
か
。町

長
か
つ
て
迷
惑
施
設
と

考
え
ら
れ
た
刑
務
所
誘
致
を

議
会
で
提
案
し
た
こ
と
は
デ

メ
リ
ッ
ト
解
消
に
も
つ
な
が

る
。積
極
的
に
検
討
し
た
い
。

予
定
、
変
更
は
4
回
。

外
科
医
が
常
勤
出
来
る

よ
う
、
陽
正
会
に
働
き

か
け
て
い
る
か
。

町
長

先
般
、
寺
岡
理
事
長
な

ど
幹
部
と
面
談
し
た
。
患
者

数
減
少
の
要
因
で
も
あ
り
、

外
科
系
医
師
常
勤
配
置
を
要

請
し
、
町
と
し
て
も
県
・
大

学
に
要
請
す
る
。

四
月
・
五
月
の
収
支
状

況
は
、赤
字
か
黒
字
か
。

町
長

決
算
が
ま
だ
出
て
い
な

い
。
運
営
が
楽
で
な
い
と
思

る
。
対
策
と
し
て
は
、
各
事

業
・
組
織
が
連
携
し
た
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
と
戸
別
訪

問
に
よ
る
見
守
り
活
動
の
実

施
が
必
要
だ
。
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
の

活
用
も
含
め
て
検
討
し
た

い
。

よ
り
行
動
力
の
あ
る
組

織
確
立
が
必
要
で
は
。

町
長

安
否
確
認
を
す
る
組
織

作
り
は
必
要
だ
と
思
っ
て
い

る
。
前
向
き
に
対
処
し
て
い

き
た
い
。

「
孤
独
死
」
は
独
居
老

人
の
極
み
の
不
安
と

な
っ
て
い
る
。　

現
状
と
予

測
、
町
長
の
認
識
と
こ
の
対

策
は
。町

長
孤
独
死
で
亡
く
な
っ

た
ケ
ー
ス
は
平
成
19
年
で
６

件
、
20
年
が
５
件
と
な
っ
て

い
る
。

　

高
齢
者
数
は
減
少
傾
向
だ

が
、
独
居
老
人
は
増
加
傾
向

で
現
在
９
５
０
人
、
年
３
％

前
後
の
増
加
を
予
測
し
て
い

一般質問

答

瀬尾征爾議員

「
安
心
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
で
対
応

極
み
の
不
安
、

「
孤
独
死
」対
策
は

「
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
」

は
個
人
住
民
税
の
一
部

を
希
望
の
自
治
体
な
ど
に
納

め
る
こ
と
が
可
能
な
制
度
で

あ
る
。

　

町
内
公
施
設
へ
の
職
員
を

合
わ
せ
る
と
、
約
５
０
０
人

が
勤
務
さ
れ
て
い
る
が
、
そ

の
約
半
数（
２
５
０
人
）
は

町
外
居
住
者
で
、
本
町
へ
の

納
税
義
務
が
な
い
。
当
面
、

役
場
職
員
は
町
外
居
住
者
で

も
こ
の
税
法
を
利
用
し
て
本

町
へ
納
税
手
本
を
示
し
、
他

へ
波
及
さ
せ
る
べ
き
で
あ
る
。

Ｑ

指導より本人の自覚で答
小林　貢議員

問
県
立
時
と
比
べ
、
患
者

数
は
増
え
た
か
、
減
っ

Ａ

町外居住町職員の
ふるさと納税を

ＱＡ

ＱＡ

問

スーパー松の植樹

町
長

町
職
員
１
９
７
人
中

２
８
人
が
町
外
居
住
者
で
こ

の
対
象
と
な
る
が
、
内
６
人

が
こ
の
制
度
を
利
用
し
て
く

れ
て
い
る
。

自
主
財
源
増
が
見
込
め

な
い
本
町
に
と
っ
て
、

本
税
制
の
利
活
用
は
極
め
て

合
法
的
有
効
で
あ
る
。
28
人

全
員
実
行
で
き
る
よ
う
指
導

す
べ
き
で
あ
る
。

町
長

指
導
よ
り
も
自
覚
だ
。

こ
の
問
答
を
職
員
総
て
が
拝

ＡＱ

聴
し
て
い
る
事
だ
か
ら
、
自

覚
を
持
つ
も
の
な
ら
持
っ
て

く
れ
る
と
思
っ
て
い
る
。

た
か
。町

長
外
来
・
入
院
と
も
昨
年

よ
り
減
少
。五
月
の
外
来
は
、

先
月
よ
り
増
。

常
勤
医
師
は
全
員
内
科

か
。

町
長

そ
の
通
り
。

整
形
外
科
・
眼
科
の
診

察
日
に
変
更
が
多
す
ぎ

な
い
か
。

町
長

整
形
の
診
察
は
今
年
24

回
を
予
定
し
、
こ
れ
ま
で
中

止
が
2
回
。
眼
科
は
52
回
を

Ｑ

Ａ

Ｑ

Ａ ＱＡ

Ａ Ｑ

Ｑ

常勤医師不足により
運営は楽でない

答
片山元八郎議員

神石高原町立病院発足
以降の状況は

問

Ｑ

Ａ

Ａ

豊松小プール７月７日
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答

松本彰夫議員

努
力
し
て
い
る

外
科
医
・
整
形

外
科
医
の
常
勤
は

産
直
市
場
の
現
在
の
集

荷
時
間
帯
で
、
ス
タ
ッ

フ
が
変
わ
っ
た
場
合
継
続
で

き
る
の
か
。

町
長

現
状
で
は
輸
送
効
率
な

ど
、
現
ス
タ
ッ
フ
で
対
応
で

き
る
。集

荷
時
間
が
早
く
な
っ

た
こ
と
で
出
荷
が
間
に

合
わ
な
い
生
産
者
が
い
る
。

町
長

開
店
時
間
に
間
に
合
わ

せ
る
た
め
に
生
産
者
の
方
に

ご
理
解
を
頂
き
た
い
。

Ｑ

アンテナショップの機能を果たす答
横尾正文議員

問 産直市場のあり方は

町
立
病
院
の
一
番
の
課

題
は
、
要
望
の
多
い
外

科
医
、
整
形
外
科
医
の
常
勤

医
師
の
確
保
と
思
う
が
、
見

通
し
は
。

町
長

県
や
陽
正
会
と
連
携

を
取
り
な
が
ら
努
力
し
て
い

る
。

在
宅
看
護
に
向
け
、
訪

問
診
療
、
訪
問
看
護
の

取
り
組
み
は
。

病
院
事
業
室
長

訪
問
診
療
は
現
在
6
名

実
施
。
往
診
は
で
き
て
い
な

い
。

　

訪
問
看
護
は
週
１
回
、
16

名
を
行
っ
て
い
る
。

自
宅
で
最
後
を
迎
え
ら

れ
た
人
の
、
死
亡
診
断

書
は
で
き
る
の
か
。

病
院
事
業
室
長

訪
問
診
療
で
か
か
わ
り

の
あ
る
患
者
へ
の
対
応
は
可

能
と
思
え
る
が
難
し
い
。
往

診
に
よ
る
対
応
は
で
き
て
い

な
い
。シ

ョ
ー
ト
ス
テ
ィ
を

行
っ
て
い
る
が
、
こ
の

目
的
は
。

病
院
事
業
室
長

ベ
ッ
ト
の
回
転
率
を

あ
げ
、
空
き
ベ
ッ
ト
を
有
効

に
使
う
た
め
に
行
わ
れ
て
い

る
。

　

他
の
介
護
施
設
な
ど
へ
の

影
響
は
無
い
。

ＱＡＱＡＱ

Ａ

問

町立病院内

産
業
課
長

店
長
は
現
ス
タ
ッ
フ
で

継
続
し
て
い
く
と
言
っ
て
い

る
が
、
た
だ
、
今
の
体
系
を

誰
が
継
続
す
る
の
か
と
い
う

思
い
は
あ
る
。

産
直
市
場
は
、
売
り

上
げ
を
目
的
に
す
る

の
か
、
そ
れ
と
も
生
産
者

の
顔
が
見
え
る「
ア
ン
テ
ナ

シ
ョ
ッ
プ
」と
す
る
の
か
。

町
長

神
石
高
原
町
産
に
こ
だ

わ
り
零
細
農
家
の
支
援
に
な

る
よ
う
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ

と
し
て
の
機
能
を
果
た
し
た

ＡＱＡ

い
。

日
常
的
に
仕
入
れ
商
品

の
中
に
町
外
産
・
外

国
産
の
も
の
が
あ
る
と
聞
く

が
。

産
業
課
長

ご
指
摘
の
通
り
で
あ

る
。
指
導
し
て
い
く
。

まるごと市場

Ａ

Ｑ

ＡＱＡ

ＱＡ

三つの夢実現に取り組む答
橋本輝久議員

問 わが町の将来像は

将
来
こ
の
町
が
ど
の
よ

う
な
姿
に
な
っ
て
い
る

の
か
。
10
年
先
、
20
年
先
の

将
来
像
は
。

町
長

農
林
業
の
町
と
し
、
ブ

ラ
ン
ド
の
創
出
、
ト
マ
ト
、

ブ
ド
ウ
、
和
牛
を
振
興
し
、

６
次
産
業
の
充
実
を
図
る
。

　

森
林
資
源
な
ど
を
活
用
し

内
需
拡
大
を
図
り
環
境
の
町

と
し
た
い
。

　

ま
た
、
教
養
立
町
と
し
、

幼
児
教
育
な
ど
学
校
教
育
の

充
実
強
化
を
図
り
、
世
界
に

Ｑ

誇
れ
る
人
材
育
成
を
し
た

い
。

毎
年
、
出
生
す
る
子

供
が
減
少
し
て
い
る

な
か
、
町
の
宝
で
あ
る
子
供

た
ち
、
子
育
て
真
っ
最
中
の

方
々
に
対
し
、
保
育
料
の
半

減
、
ま
た
は
無
料
と
す
る
考

え
は
な
い
か
。

町
長

合
併
時
に
、
保
育
料
は

国
の
基
準
の
７
割
と
決
め
て

い
る
。
も
う
し
ば
ら
く
継
続

す
る
が
、
今
後
の
検
討
課
題

と
す
る
。

Ａ

Ａ

一般質問

集
落
支
援
員
の
現
状

と
、
ど
の
よ
う
な
役
割

を
求
め
る
の
か
。

町
長

一
年
目
は
、
限
界
集

落
の
状
況
把
握
と
課
題
の

集
約
・
検
討
し
、
計
画
策
定

を
す
る
。
二
年
目
は
、
計
画

に
基
づ
き
事
業
の
実
施
を
す

る
。
集
落
が
持
続
可
能
で
き

る
よ
う
指
導
し
て
い
く
。

運動会で声援する幼児

Ｑ

ＱＡ
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Ｅ
Ｌ 

０
８
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３
３
４
０

Ｆ
Ａ
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０
８
４
７―

８
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４
２
０
１

元 気 な グループ紹介

元
気
な「
な
が
の
村
」ながの村

　　

神
石
高
原
町
、
自
立
へ

向
け
て
前
進
し
て
い
ま
す
。

　

国
政
選
挙
を
控
え
、我
々

の
町
で
は
、
一
人
当
た
り

10
万
円
を
超
え
る
国
か
ら

の
補
正
予
算
で
、
い
ろ
ん
な

事
業
が
実
現
出
来
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

　

皆
様
の
さ
ら
な
る
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
致

し
ま
す
。

（
小
）　

紫陽花

議
会
ク
イ
ズ

第2回

  地元の町おこしグループ「永野を考える会」と「親和
会」が一緒になって平成１４年に立ち上げた。
　平成7年，その絶景をバックに渓谷コンサートを開
催，今年15年目を迎える。廃校になった永野小学校
は平成15年，宿泊施設も完備した地域支援並びに都
市農村交流の拠点「ふれあいセンターながの村」とし
て生まれ変わった。
　運営は，公募した村長が担っている。
　宿泊者数は平成20年3,000人を超え、来訪者も年々
増加している。広報誌「ながの村」を毎月発行。

ホームページ　http://www.naganomura.com/

 ＊主な活動＊
４月　公園整備。会員の70％の参加とロッククライマー

	 （60名）との交流。
５月　総会と運動会（今年28回目）150名以上の参加。
８月　夏祭り，300人以上の参加

１０月　第15回渓谷コンサート，200人以上の入場者。

　村内の民家に野生のフクロウが巣を作り，その雛
を育てて森に返される営みが全国的な話題となる。

《
ク
イ
ズ
》

　

空
欄
に
適
切
な
言
葉
を
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

　

①
一
般
会
計
６
月
補
正
予
算
○
億
○
○
万
円

　

②
み
ん
な
で
徹
底
し
よ
う「
○
な
い
運
動
」

　

③
ど
う
取
り
組
む「
経
済
○
○
対
策
」

　

④
○
○
市
場
の
あ
り
方
は
、

　
　

ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
の
機
能
を
。

　

⑤
元
気
な「
○
○
○
村
」

《
ヒ
ン
ト
》

　

議
会
広
報
を
良
く
読
め
ば
解
り
ま
す
。

《
応
募
方
法
》

　

は
が
き
に「
答
え
・
住
所
・
氏
名（
ふ
り
が
な
）・
年
齢
」

を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　

議
会
へ
の
要
望
・
ご
意
見
な
ど
も
書
い
て
く
だ
さ

い
。

　
「
ま
ち
の
声
」で
、
出
来
る
だ
け
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　

正
解
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
で
５
名
の
方
に
１
，

０
０
０
円
分
の
や
ま
な
み
商
品
券
を
お
送
り
い
た

し
ま
す
。

《
あ
て
先
》

　

〒
７
２
０
‐
１
５
２
２　

神
石
高
原
町
小
畠
二
〇
二
五

　

神
石
高
原
町
議
会
事
務
局

　
「
第
２
回
議 

会
ク
イ
ズ
係
宛
」

《
締
め
切
り
》

　

８
月
８
日　

消
印
有
効

《
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
》

　

ご
記
入
い
た
だ
き
ま
し
た
個
人
情
報
は
、
賞
品
発
送

お
よ
び
『
ま
ち
の
声
』
な
ど
の
目
的
以
外
に
は
利
用

い
た
し
ま
せ
ん
。
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